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Summary 
   The facilities of laboratory animal within the Division of Animal Experiments, Life Science 
Research Center, Gifu University was established in April 2005. In order to gain reliable data 
from animal experiments, it is vital that the subjects' environment be stable and 
well-controlled. In addition, the safety impact to humans and bioethical rules must be 
considered when conducting animal experiments. We provide both the facilities necessary for 
such experiments as well as comprehensive support in the form of experiment program 
planning and subject care and maintenance. 
 
 岐阜大学生命科学総合研究支援センター動
物実験分野の前身は、医学部の附属動物実験施
設である。平成 15 年に改組され、岐阜大学の
共同利用施設としてセンター化された。岐阜大
学には、医学部、応用生物科学部、教育学部、
工学部、地域科学部の５学部があるが、いずれ
の部局の研究者も利用することができる。また
岐阜大学と岐阜薬科大学が学術研究に関する
提携を結んでいるため、岐阜薬科大学の研究者
も利用することができる。 
 当分野が保有する動物実験施設は、平成 17
年春より運用を開始した。この施設は、平成 16
年に医学部と大学病院が、司町キャンパスから
大学本部のある柳戸キャンパスへ移転した折
りに、これらの建物に隣接して医学部生命科学
棟を建設したことによる（図 1）。 
 建物は、5 階建て、延べ床面積約 6582.16 平
米を有する。新しい棟は複数の部局が入居する
合同施設で、生命科学総合研究支援センターと
医学部の大型機器並びに設備が設置されてい
る。この棟の３階から５階部分に動物実験施設
が入居しており、おおむね 4000 平米強の動物
実験施設となっている。これらは、４つに分か
れた飼育エリアとなっており、SPF 小動物飼育
室、クリーン小動物飼育室、中動物飼育室、感
染動物飼育室から構成されている（図 2）。 
 
 
【SPF 小動物飼育室】 
 5 階部分には、主にマウス、ラットなどの小
動物齧歯類向けの飼育室が設置されている。構
造的には、HEPA フィルターを通した空気が供給
されるバリア施設となっており、２本の廊下が
飼育室を挟む一方通行型のレイアウトとなっ
ている（図 2の平面図では簡略図のため 1 本の
廊下となっている）。当動物実験施設でもっと
も清浄なエリアであり、ヌードマウスや SCID
マウスなどの免疫不全モデルを含めたSPF動物
を飼育することを想定している。 
 本施設の特徴として、小動物飼育室に個別換 
図 1 医学部生命科学棟外観 
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る。構造的には、5階と同様に HEPA フィルター
を通した空気が供給されるバリア施設となっ
ているが、5 階と異なり 1 本の廊下がフロアの
中央を走り、それを飼育室が挟むレイアウトと
なっている。5 階が清浄面での厳密さを求める
ため、一方向動線で利用にあたっても規則が多
いのに対し、4 階はより多様な動物実験をおこ
なえることを目指している。このため、飼育室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 医学部生命科学棟平面図 
図 3 個別換気型ケージングシステム 
図 4  5 階洗浄滅菌室のオートクレーブと
ラックウォッシャー 
気型ケージングシステムを全面的に導入した
ことがあげられる（図 3）。 
 個別換気型ケージングシステムは、ケージと
金網による従来の飼育ケージに、蓋を加えた構
造をしており、直接ケージ内に給排気を行うこ
とにより、ミクロな環境を構築して、より衛生
的な飼育を実現できる。このシステムのメリッ
トはいくつかあげられるが、もっとも恩恵を受
けていると感じたのは、高密度収容が可能なこ
と。これにより、１飼育室あたりの収容可能頭
数（あるいはケージ数）が大きく増え、動物実
験施設で問題となりやすい不足気味の飼育室
面積にも対応しやすくなった。 
 5 階部分の洗浄滅菌室には、両扉式の大型オ
ートクレーブ、ロータリーケージウォッシャ
ー、ラックウォッシャー（過酸化水素ガス殺菌
機能付き）、オゾンガス式殺菌機が配置されて
いる（図 4）。 
 
【クリーン小動物飼育室】 
 4 階部分には、5 階と同様小動物齧歯類向け
の飼育室が設置されている。ここでも同様に 
SPF 動物であるマウスやラットが飼育されてい
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や実験施設の面積を確保するために1本の廊下
だけが配置された。また 4 階部分の半分が実験
室となっており、ここに各利用者が大型の実験
設備などを持ち込んで実験ができるようにな
っている。利用者がいろんな機器を持ちこんで
実験できるよう配慮されていることから、5 階
に比べると衛生面での縛りが緩く、運営上、ク
リーン動物エリアと呼んでいる。 
 4 階部分の洗浄滅菌室には、大型オートクレ
ーブ、ロータリーケージウォッシャーが配置さ
れている（図 5）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5  4 階洗浄滅菌室のオートクレーブ
図７ ブタ飼育室
図 6 ウサギ飼育室
 
の飼育や実験が可能となっている（図6, 図7）。
ウサギのケージは流水式自動洗浄型のもの、他
の動物は据え置きの檻型のものを設置してい
る。また、常設ではないが、汎用飼育室もあり、
これまで、マーモセット、スンクス、モルモッ
トなどでの利用実績がある。 
このエリアには、飼育室に加え、中動物用の
手術室があるため、これらを利用した岐阜大学
医学部附属病院の内視鏡外科手術トレーニン
グセンターのアニマルラボが設置されている
（図 8）。 
【中動物飼育室】 
 3 階部分には、中動物の飼育エリアが設置さ
れている。構造的には、高性能フィルターを通
した空気が供給されており、4階、5 階に比べ
ると清浄度が落ちるが、外気よりは衛生的であ
り、中動物向けの空気コントロールが行われて
いる。ここでは、ウサギ、イヌ、ブタ、サル用
の飼育ケージが常設されており、これらの動物
 このトレーニングセンターは、多くの外科系
分野で導入されている内視鏡外科手術手技を
若い外科医に習得させることを目的としてい
る。シミュレータによるトレーニングができる
ドライラボ部門と、生きた動物を用いてのトレ
ーニングを行うアニマルラボ部門の二つで構
成されている。ここでは、ブタを用いた外科手
術トレーニングがおこなえるようになってい
る。 
【感染動物飼育室】
 この 4階と 5階をあわせた小動物エリアでは、
常時 3,500 ケージほどのマウスが飼育されてい
る。他の施設同様、遺伝子組換えマウスの有用
性から、当施設でも、もっとも飼育されている
動物はマウスとなっている。 
 3 階部分には、中動物の飼育エリアに加え、
感染動物実験のためのエリアが設けられてい
る。ここには、ABSL2、ABSL3 レベルの 2種類の
飼育実験室が設置されており、それぞれに対応
した実験をおこなうことができる（図 9、図 10）。
 BSL2 対応実験室では、FRP 製のアイソレーシ
ョンボックスが設置されており、ラットくらい
のサイズまでの動物の感染実験ができる。また、
BSL3 対応実験室では、金属製のアイソレーショ
ンボックスに加え、グローブボックス式のキャ
ビネットも備えており、こちらではマウスサイ
ズの動物を用いた感染実験がおこなえる。 
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 3 階部分の洗浄滅菌室は、洗浄用シンク、オ
ートクレーブなどが配置されている（図 11）。
中動物用の洗浄滅菌室と感染動物実験室用の
洗浄滅菌室が共用となっている。流水式自動洗
浄型のウサギのケージ（図 6）は取り外しがで
きるため、これらの洗浄や滅菌を行っている。
オートクレーブは、感染実験室に両扉式のオー
トクレーブが設置されており、ケージなどの使
用前、使用後の滅菌に用いられている。 
 
【施設全体】 
 動物施設に設置されているケージや檻は、ア
メリカの ILAR のガイドラインに準拠したもの
を導入している。 
 また、全ての飼育室には前室が用意されてお
り、採血や投薬、耳パンチなどの簡単な実験は
そこでおこなえるようになっている。 
 セキュリティ面では、監視カメラと IC カー
ドによる管理をおこなっている。当施設の利用
者講習会を受講したものには IC カードが発行
され、建物に入る際ならびに各管理区域に入る
際にカードキーリーダーにそれをかざして入
室することになっている。 
 この施設で飼育される動物たちはモニタ動
物による3ヶ月に一度の定期検疫を受けている。
外部研究機関や飼養保管施設から動物が搬入
される際には、動物種に応じた検疫を実施する。
動物が汚染していた場合、マウスやラットでは、
施設内で体外受精や帝王切開によるクリーナ
ップを実施することが可能である（図 12）。こ
れらの技術を利用して凍結精子や受精卵によ
る搬入も受け付けている。 
 当施設では、洗浄滅菌室が 3階から 5階の各
階に設置されており、そのフロアで発生した使 
用済みケージの洗浄や滅菌をおこなうように
なっている。建物の設計をする際、洗浄滅菌室 
図 8 内視鏡外科手術トレーニングの様子
図 11 3 階洗浄滅菌室のオートクレーブ
図 9 BSL2 対応実験室のアイソレーション
ボックス 
図 10 BSL3 対応実験室のグローブボックス
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を１箇所に集約するタイプも検討されたが、物
品を運搬する専用の昇降機が設置できなかっ
たこともあり、このようなスタイルとなった。 
各階が独立して運用されているため、三つの独
立した動物実験施設が１つの建物に入居して
いるような形となっている。ただし、オートク
レーブや洗浄装置など機器の故障などがあっ
た場合は、異なるフロアの洗浄滅菌室を使用す
ることになっている。その際は、ケージや金網
などを収容した大型のワゴンの外側をビニル
シートなどでラッピングし、一般のエレベータ
を使用して、異なるフロアに運んでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【最後に】 
 医学部が旧校舎である司町にあった時は、敷
地面積が狭いこともあり、医学部附属動物実験
施設は専用の建物を持っていなかった。柳戸キ
ャンパスに移転の際に新築された現在の動物
実験施設は、岐阜大学に初めてできた中央集約
型の大型動物実験施設であり共同利用施設で
ある。この施設は、当大学における生命科学研
究に貢献することを期待されている。 
 
図 12 ビニルアイソレータを用いたクリー
ナップ作業 
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